
三島市内の３中学校で防災教育を実施
学
校
１
年
生
１
７
２
人
、
５
月
２
２
日
（
水
）
に
三
島
北
中
学

生
活
を
乗
り
き
る
」「
避
難
所
で
中
学
生
に
で
き
る
こ
と
」
の

望
す
る
中
学
校
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
。

分
の
命
を
守
る
」「
地
域
の
防
災
。
周
り
の
力
に
な
る
」「
避
難

校
３
年
生
１
２
７
人
、
５
月
１
０
日
（
金
）
に
三
島
市
立
南
中

一
環
で
防
災
教
育
を
行
っ
た
。

活
躍
で
き
る
よ
う
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
令
和
３
年
か
ら
希

災
害
時
に
重
要
と
な
る
「
自
助
・
共
助
」
に
つ
い
て
伝
え
る

学
生
に
伝
え
、
地
域
の
防
災

正
士
１
等
陸
尉
）
は
５
月
１
日
（
水
）
に
三
島
市
立
北
上
中
学

こ
れ
は
、
三
島
市
議
会
議
員
で
自
衛
官
募
集
相
談
員
で
も
あ

校
２
年
生
２
０
４
人
に
対
し
て
、「
い
の
ち
を
考
え
る
日
」
の

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
三
島
募
集
案
内
所
（
所
長
・
林

る
古
長
谷
稔
氏
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
中
学
生
が
災
害
時
に
も

当
日
は
、「
災
害
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
」「
発
災
時
に
自

役
立
つ
知
識
と
し
て
、
２
人
で
手
を
繋
い
で
人
を
運
ぶ
徒
手
搬

「
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を

い
ナ
イ
ロ
ン
紐
の
切
り
方
な
ど
の
体
験
を
行
っ
た
。

三
島
所
は
、
今
後
も
担
当

て
防
災
教
育
を
行
い
、
い
ざ

４万人以上が来場　静岡ホビーショーで自衛隊の装備品大人気
静
岡
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
で
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
が
会
場
正
面
で
来
場
者
を
出
迎
え
、「
本
物
だ
」

来
場
者
が
朝
早
く
か
ら
詰
め
か
け
た
。

式
機
動
戦
闘
車
と
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
陸
自
第
３
４
普
通
科
連

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
（
静
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
６
２
回

て
い
る
日
本
最
大
級
の
模
型
展
示
会
で
、
国
内
外
か
ら
多
く

が
招
待
さ
れ
、
１
１
、
１
２
日
は
事
前
予
約
を
行
っ
た
一
般

来
場
者
は
「
す
ご
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

と
い
う
模
型
好
き
の
声
も
あ
っ
た
。

る
ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
製
ミ
ニ
１
０
式
戦
車
も
人
気
を
集
め
、

陸
佐
）
は
５
月
１
０
日
（
金
）
か
ら
１
２
日
（
日
）
ま
で
、

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
。
１
０
日
は
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生

こ
れ
は
「
模
型
の
世
界
首
都
・
静
岡
」
で
毎
年
開
催
さ
れ

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１
等

自
衛
隊
は
会
場
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス
と
小
展
示
場
に
広
報
ブ

特
に
１
６
式
機
動
戦
闘
車
の
砲
塔
旋
回
展
示
で
は
、
車
体

隊
員
た
ち
に
温
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

か
な
砲
塔
の
動
き
に
驚
き
の
声
を
上
げ
、
展
示
終
了
後
に
は

監
部
が
「
触
れ
て
楽
し
ん
で
知
る
自
衛
隊
」
の
展
示
を
実
施
。

ほ
か
、
海
自
初
と
な
る
潜
水
艦
脱
出
用
ス
ー
ツ
の
展
示
や
、

富士総合火力演習を学生等が見学　防衛力肌で感じる
合
火
力
演
習
に
県
内
の
学
生
等
１
９
９
人
を
引
率
し
た
。

後
半
は
島
し
ょ
部
防
衛
を
想
定
し
た
実
戦
的
な
内
容
で
、

参
加
者
は
射
撃
の
轟
音
と
体
に
響
く
振
動
、
演
習
場
の
地

々
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

市
・
裾
野
市
・
小
山
町
）
で
行
わ
れ
た
令
和
６
年
度
富
士
総

に
登
場
し
、
そ
の
性
能
を
披
露
し
た
。
戦
車
や
機
動
戦
闘
車

撃
を
行
っ
た
。

指
揮
所
の
映
像
や
飛
び
交
う
無
線
の
音
声
な
ど
、
参
加
者
に

陸
佐
）
は
５
月
２
６
日
（
日
）、
東
富
士
演
習
場
（
御
殿
場

な
ど
が
土
煙
を
上
げ
な
が
ら
観
覧
席
の
目
の
前
に
現
れ
、
遠

前
半
は
陸
上
自
衛
隊
が
保
有
す
る
装
備
品
が
次
々
と
会
場

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１
等

く
離
れ
た
山
の
斜
面
に
設
置
さ
れ
た
目
標
に
向
け
て
実
弾
射

形
を
利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
現
れ
る
装
備
品
の
数

演
習
を
通
し
、
参
加
者
は
装
備
品
の
威
力
だ
け
で
な
く
、

を
設
け
、
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

技
術
な
ど
、
自
衛
隊
の
防
衛
力
を
肌
で
感
じ
た
様
子
だ
っ
た
。

送
、
毛
布
を
使
っ
た
応
急
担
架
の
作
り
方
、
は
さ
み
を
使
わ
な

と
と
も
に
、
も
し
事
態
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情

５
つ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
教
育
を
行
っ
た
。

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

と
い
う
時
に
役
立
つ
学
び
を

地
域
の
学
校
の
要
請
に
応
え

に
貢
献
し
て
い
く
。

を
取
り
囲
ん
だ
来
場
者
た
ち
が
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
音
や
滑
ら

隊
（
御
殿
場
市
）
の
軽
装
甲
機
動
車
、
高
機
動
車
、
偵
察
用

た
。

ー
ス
を
開
設
。
陸
自
富
士
学
校
（
駿
東
郡
小
山
町
）
の
１
６

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
隊
の
活
動
や
自
衛
官
の
仕
事

い
く
。

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動
を
行
っ
て

「
か
っ
こ
い
い
」
と
多
く
の
人
が
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い

一
方
、
小
展
示
場
で
は
静
岡
地
本
と
海
自
横
須
賀
地
方
総

迷
彩
柄
で
偽
装
さ
れ
た
宿
営
用
天
幕
（
テ
ン
ト
）
の
展
示
に
、

毎
回
人
気
の
制
服
試
着
体
験
や
南
極
の
氷
に
触
れ
る
体
験
の

ま
た
、
子
ど
も
や
大
人
が
中
に
入
っ
て
写
真
撮
影
が
で
き

「
作
っ
て
み
た
い
の
で
す
が
何
で
で
き
て
い
る
ん
で
す
か
」

通
信
や
情
報
を
駆
使
し
た
戦
い
方
や
装
備
品
を
扱
う
隊
員
の

も
緊
迫
し
た
現
場
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
若
者
が
部
隊
を
見
学
で
き
る
機
会

陸
と
空
か
ら
各
部
隊
が
連
携
し
て
展
開
す
る
様
子
の
ほ
か
、

知
っ
た
」「
地
域
の
防
災
訓

練
へ
積
極
的
に
参
加
し
た

ら
れ
た
。

で
自
衛
官
の
話
に
耳
を
傾
け
、


